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◆スキットとは

　スキットは、学
がく

習
しゅう

する文
ぶん

型
けい

を用
もち

いたモデル会
かい

話
わ

のこと

です。寸
すん

劇
げき

という言
こと

葉
ば

を用
もち

いることもあります。

　スキットは、場
ば

面
めん

シラバスや機
き

能
のう

シラバスの教
きょう

科
か

書
しょ

で

は必
かなら

ず最
さい

初
しょ

にでてきますが、文
ぶん

型
けい

シラバスの教
きょう

科
か

書
しょ

でも

多
おお

くの教
きょう

科
か

書
しょ

に使
つか

われています。文
ぶん

型
けい

の意
い

味
み

を学
がく

習
しゅう

して、

形
かたち

を作
つく

って言
い

えるようになっても、なかなか実
じっ

際
さい

に使
つか

え

るようにはなりません。文
ぶん

型
けい

を使
つか

えるようになるために

は、それを使
し

用
よう

する場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

についての情
じょう

報
ほう

を理
り

解
かい

す

ることが欠
か

かせません。スキットはその場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

の例
れい

を示
しめ

してくれるのです。

　スキットを会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

に使
つか

う場
ば

合
あい

、ロールプレイと違
ちが

う

のは、言
こと

葉
ば

を自
じ

由
ゆう

に選
えら

ぶ余
よ

地
ち

はあまり多
おお

くないというこ

とです。ロールプレイは、状
じょう

況
きょう

と役
やく

割
わり

を指
し

示
じ

するロール

カードを使
つか

いますが、そのカードには、会
かい

話
わ

の台
せり

詞
ふ

は書
か

いてありません。ですから、ロールプレイをするときに

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は自
じ

分
ぶん

で言
こと

葉
ば

を選
えら

び、会
かい

話
わ

を進
すす

めます。一
いっ

方
ぽう

、

スキット練
れん

習
しゅう

は劇
げき

の練
れん

習
しゅう

に似
に

ています。つまり、スキッ

トは劇
げき

の脚
きゃく

本
ほん

や台
だい

本
ほん

のようなもので、実
じつ

演
えん

するとき学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が言
い

うことはあらかじめ決
き

まっているのです。ロール

プレイの前
ぜん

段
だん

階
かい

として会
かい

話
わ

のモデルを提
てい

示
じ

して、その会
かい

話
わ

のパターンを覚
おぼ

えるまで練
れん

習
しゅう

することがありますが、

これは、スキット練
れん

習
しゅう

の一
ひと

つです。

◆ スキットの作
つく

り方
かた

　教
きょう

科
か

書
しょ

にあるモデル会
かい

話
わ

をそのままスキットとして会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

に使
つか

ってもいいですが、そのまま使
つか

うと、次
つぎ

のよ

うな問
もん

題
だい

があります。

１）スキットが身
み

近
ぢか

なものでないために学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が興
きょう

味
み

を

持
も

てない。

２）文
ぶん

型
けい

の例
れい

として会
かい

話
わ

が作
つく

られていて、自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

で

ない場
ば

合
あい

がある。

　そこで、教
きょう

科
か

書
しょ

のモデル会
かい

話
わ

を使
つか

う場
ば

合
あい

でも、できる

だけ自
し

然
ぜん

で現
げん

実
じつ

的
てき

な会
かい

話
わ

に直
なお

したり、面
おも

白
しろ

くて身
み

近
ぢか

な場
ば

面
めん

を考
かんが

える工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

となります。

　教
きょう

師
し

が自
じ

分
ぶん

で初
はじ

めからスキットを考
かんが

えたい場
ば

合
あい

は、学
がく

習
しゅう

した文
ぶん

型
けい

は、いつ、どこで、どんなふうに使
つか

うのか、

まただれとだれの会
かい

話
わ

なのかをしっかり考
かんが

えて作
つく

る必
ひつ

要
よう

があります。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとってモデルとなりますか

ら、使
つか

っている日
に

本
ほん

語
ご

が正
せい

確
かく

であるかどうかにも気
き

をつ

けたほうがいいでしょう。参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

にあげたスキット集
しゅう

や教
きょう

科
か

書
しょ

、使
し

用
よう

例
れい

の豊
ほう

富
ふ

な文
ぶん

型
けい

辞
じ

典
てん

、インターネットの

日
に

本
ほん

語
ご

サイトなどはスキットを作
つく

る際
さい

の力
ちから

強
づよ

い味
み

方
かた

にな

るでしょう。

◆スキット練
れん

習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

（1）練
れん

習
しゅう

前
まえ

のインプット

　場
ば

面
めん

の設
せっ

定
てい

がわかりやすいように、絵
え

やポスターを

はったり、レアリア（広
こう

告
こく

、パンフレットなどの実
じつ

物
ぶつ

教
きょう

材
ざい

）を用
もち

いたりするとよいでしょう。母
ぼ

語
ご

でもよいので、

その場
ば

面
めん

について学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に、そこでどのような会
かい

話
わ

が行
おこな

われるか予
よ

想
そう

させたりすれば、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が場
ば

面
めん

をイメージ

しやすくなるでしょう。未
み

習
しゅう

の語
ご

彙
い

はこの段
だん

階
かい

で説
せつ

明
めい

し

ておく必
ひつ

要
よう

があります。

（2）導
どう

入
にゅう

　教
きょう

師
し

一
ひと

人
り

の時
とき

は、テープを使
つか

って会
かい

話
わ

を聞
き

かせます。

複
ふく

数
すう

の教
きょう

師
し

が教
おし

えている場
ば

合
あい

は、二
ふた

人
り

で実
じつ

演
えん

してみせて

もいいでしょう。最
さい

初
しょ

に会
かい

話
わ

を聞
き

かせる前
まえ

か後
あと

に、会
かい

話
わ

をしている場
ば

所
しょ

はどこか、会
かい

話
わ

している人
ひと

はどのような

関
かん

係
けい

かなどを質
しつ

問
もん

してもいいでしょう。そのあと、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は繰
く

り返
かえ

し聞
き

いて、スキットのあとについて発
はつ

音
おん

練
れん

習
しゅう

をします。

（3）役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

　はじめは、教
きょう

師
し

が A になり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が B で役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

をします。次
つぎ

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

で役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

をします。役
やく

割
わり

は途
と

中
ちゅう

で変
か

えます。

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
　今

こん

回
かい

は、スキットを使
つか

った会
かい

話
わ

の練
れん

習
しゅう

を紹
しょう

介
かい

します。

テーマ スキットを使
つか

った会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　　　・学
がく

習
しゅう

する文
ぶん

型
けい

の使
つか

い方
かた

を知
し

る

　　　・実
じっ

際
さい

のコミュニケーションの練
れん

習
しゅう

をする

　準
じゅん

備
び

するもの

　　　・初
しょ

級
きゅう

から中
ちゅう

級
きゅう

、上
じょう

級
きゅう

　　　・何
なん

人
にん

でも

　　　・テープ、絵
え

教
きょう

材
ざい

、ＯＨＰなど

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のタイプ

　クラスの人
にん

数
ずう

　目
もく

的
てき
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　次
つぎ

に、黒
こく

板
ばん

や OHP にスキットを書
か

いておき、スキッ

トを少
すこ

しずつ消
け

したり隠
かく

したりして、少
すこ

しずつ学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

スキットを暗
あん

記
き

して言
い

えるようにしていきます。

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がスキットを覚
おぼ

えたら、みんなの前
まえ

で実
じつ

演
えん

させ

てみましょう。もし、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が台
せりふ

詞を忘
わす

れたときは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が思
おも

い出
だ

せるよう絵
え

や文
ぶん

型
けい

などヒントとなるものを

用
よう

意
い

しておくといいでしょう。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の文
ぶん

法
ぽう

や発
はつ

音
おん

の誤
あやま

りは実
じつ

演
えん

のあとに直
なお

します。

◆スキット練
れん

習
しゅう

を発
はっ

展
てん

させる

◆◆初
しょ

級
きゅう

では

　初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、スキットの一
いち

部
ぶ

を自
じ

分
ぶん

で作
つく

らせて

実
じつ

演
えん

させるのもいいでしょう。例
たと

えば、下
した

に例
れい

としてあ

げてあるスキットでは、落
お

としたものや、落
お

としたもの

の特
とく

徴
ちょう

、行
い

った場
ば

所
しょ

などを、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に選
えら

べるよう

に設
せっ

定
てい

できます。

学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

：形
けい

容
よう

詞
し

　

場
ば

所
しょ

：交
こう

番
ばん

Ａ：すいません。（バッグ）を落
お

としました。

Ｂ：どこでですか。

Ａ：わかりません。

Ｂ：今
きょ

日
う

はどこに行
い

きましたか。

Ａ：（花
はな

丸
まる

公
こう

園
えん

）と（デパート）です。

Ｂ：どんな（バッグ）ですか？

Ａ：（黒
くろ

くて小
ちい

さな）（バッグ）です。

Ｂ：わかりました。この紙
かみ

に名
な

前
まえ

と住
じゅう

所
しょ

と電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を書
か

いてください。あとで連
れん

絡
らく

します。

Ａ：すいません。よろしくお願
ねが

いします。

　このように、自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えられる自
じ

由
ゆう

な部
ぶ

分
ぶん

があると、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のスキット練
れん

習
しゅう

をする動
どう

機
き

や練
れん

習
しゅう

後
ご

の達
たっ

成
せい

感
かん

が高
たか

まります。また、聞
き

いている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、スキットの内
ない

容
よう

について質
しつ

問
もん

をすることにすれば、聞
き

いている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の聞
き

き取
と

り練
れん

習
しゅう

にもなるでしょう。

◆◆中
ちゅう

・上
じょう

級
きゅう

では

　中
ちゅう

級
きゅう

や上
じょう

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、教
きょう

師
し

が文
ぶん

型
けい

と場
ば

面
めん

を与
あた

えて、

短
みじか

いスキットを作
つく

らせることもできます。さらに、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

も学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に考
かんが

えさせ、より発
はっ

展
てん

的
てき

な活
かつ

動
どう

にする

こともできるでしょう。その場
ば

合
あい

、まず、教
きょう

師
し

は使
つか

って

ほしい文
ぶん

型
けい

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に示
しめ

します。次
つぎ

に、教
きょう

師
し

は必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に文
ぶん

型
けい

の例
れい

文
ぶん

などを参
さん

考
こう

にさせたり、例
れい

と

なりそうな場
ば

面
めん

を提
てい

示
じ

したりします。例
たと

えば、「～ても

らいます」という文
ぶん

型
けい

でスキットを作
つく

る場
ば

合
あい

、「休
やす

みを

とらせていただきたいんですが」というような丁
てい

寧
ねい

に許
きょ

可
か

を求
もと

める表
ひょう

現
げん

が使
つか

える会
かい

社
しゃ

や学
がっ

校
こう

の場
ば

面
めん

や、「料
りょう

理
り

を

作
つく

っていただいてありがとうございます」などのような

感
かん

謝
しゃ

を述
の

べる場
ば

面
めん

などが考
かんが

えられます。どんな場
ば

面
めん

にす

るか、どんな関
かん

係
けい

の人
ひと

たちのどんな会
かい

話
わ

にするか具
ぐ

体
たい

的
てき

なスキットのあらすじは、グループで考
かんが

えさせましょう。

その際
さい

、教
きょう

師
し

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に考
かんが

えすぎて日
に

本
ほん

語
ご

では

言
い

わないような場
ば

面
めん

を設
せっ

定
てい

していないか注
ちゅう

意
い

しながら話
はな

し合
あ

いを見
み

守
まも

ります。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

からスキットに必
ひつ

要
よう

な語
ご

彙
い

や表
ひょう

現
げん

を求
もと

められた場
ば

合
あい

、教
おし

える必
ひつ

要
よう

もあります。

想
そう

像
ぞう

力
りょく

のある学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

で、とてもおもしろ

いスキットを作
つく

ることでしょう。

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には会
かい

話
わ

を書
か

いて提
てい

出
しゅつ

させます。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が作
つく

っ

た会
かい

話
わ

は、教
きょう

師
し

が確
かく

認
にん

し、日
に

本
ほん

語
ご

の誤
あやま

りなどを訂
てい

正
せい

しま

すが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が考
かんが

えたアイディアはできるだけ生
い

かし、

直
なお

し過
す

ぎないように注
ちゅう

意
い

しましょう。

　このようにして学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が作
つく

ったスキットについては必
かなら

ず発
はっ

表
ぴょう

の機
き

会
かい

を作
つく

りたいものです。クラスの中
なか

で実
じつ

演
えん

し

てもいいですし、例
たと

えば、発
はっ

表
ぴょう

会
かい

のような機
き

会
かい

を設
もう

けて、

クラス外
がい

の人
ひと

に見
み

てもらうようにしてもいいでしょう。

そのときには、ぜひそのスキットの場
ば

面
めん

に合
あ

った服
ふく

を着
き

せたり、背
はい

景
けい

を作
つく

ったりして、楽
たの

しい雰
ふん

囲
い

気
き

を演
えん

出
しゅつ

して

みてください。
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